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詳細な解析も行われ、stellar feedback によって eccentricity が増大しながら中心領域から外縁方向へと
移動する様子が明らかにされている。最後に、本研究のカスプ−コア遷移で得られた密度分布が、およそ
定常状態であることが確認されている。 
 第５章では、stellar feedback によるダークマターハローの密度分布の変化に加え、新たに星の分布の
変化も計算している。幾つかのモデル計算の結果、ダークマターハローのカスプ−コア遷移と同時に星の
密度分布も比較的平坦で広がった構造となることが示された。結果として得られた星の分布を観測と比較
したところ、広がり具合の指標である half-light radius も表面密度分布の指標である Sérsic index も観測と
矛盾しないことが示された。より強力な stellar feedback によって diffuse な構造が形成されることが判明し





















 いくつかの課題が残されてはいるものの、stellar feedback によってカスプ−コア遷移が引き起こされるこ
とと、その原因が共鳴、特に高調波の影響が大きいことを示したことは、カスプ−コア問題に関する重要な
結果であり、天体形成史の解明にもつながる大きな成果と認められる。 
 
 
〔最終試験結果〕 
 平成３１年２月１２日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
